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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、米国モダニズム文学とドキュメンタリー写真との相互影響関係を実証す
ることである。従来、相互排他的な別個の文化現象と考えられてきたモダニズム文学とドキュメンタリー写真との接点
に注目することにより、モダニズム／ドキュメンタリーの再定義を試みた。
　具体的には、これまで看過されてきたモダニスト作家と写真家との共同作品「フォト・テクスト」を研究対象に据え
、モダニズムの変容とフォト・ジャーナリズムの発展を、別個の現象としてではなく、互いに影響・補完しあう「統一
の」文化現象として読み直しを図った。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this study is to prove the interactive development between American 
modernism and documentary photography. By focusing on the nexus of modernist writings to documentary 
photography, this study attempts to re-define two separate cultural modes called modernism and 
documentary, which so far have been considered mutually exclusive.
　As a result of the textual and archival examination of the overlooked photo-texts by William Faulkner 
and Walker Evans, this study concludes that the development of modernism and photo-journalism was indeed 
interactive and complementary.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 
従来の 20 世紀アメリカ文学・文化研究の
定説においては、「モダニズム」と「ドキュ
メンタリー」は、相互排他的な文化現象であ
るとみなされてきた。前者は、いわゆる「芸
術のための芸術」を追求する文芸運動であり、
後者は、1930年代の大恐慌を背景に、「大衆
のため」をスローガンに掲げたリアリズムを
追求する社会運動である。 
 アメリカにおけるモダニズムとドキュメ
ンタリーの発生と発展は、時期としては重な
りあうにもかかわらず、上記にみられる正反
対の指向性ゆえに、これまで同一の議論の俎
上に上ることがなかった。だが、近年、アメ
リカ文学・文化研究の分野においては「モダ
ニズム」再解釈の気運が高まり、様々な視点
から数多くの画期的な著作が出版されるよ
うになった。 
本研究に関連する重要な研究書としては

Stott, William. Documentary Expression 
and Thirties America. Chicago: U of 
Chicago P, 1987; Hansom, Paul. Literary 
Modernism and Photography. London: 
Praeger, 2002; Entin, Joseph B. 
Sensational Modernism: Experimental 
Fiction and Photography in Thirties 
America. ChapelHill: U of North Carolina P, 
2007; Allred, Jeff. American Modernism 
and Depression Documentary. Oxford: 
Oxford UP, 2010の 4冊が挙げられるが、他
には残念ながらあまり見られないのが現状
であり、この方面での研究が進んでいるとは
言い難い。 
 
(2) 
第二次世界大戦をはさんだ数十年間には、
現在ほとんど注目されることのないモダニ
スト作家と写真家との共同作品「フォト・テ
クスト」が出版され人気を博した。これらは、
批評的に看過され、研究対象としては取り上
げられてこなかった。1930-1960年までに出
版されたフォト・テクストが、南部作家と
FSA写真家による「南部」という特色ある一
地域を題材にしたものばかりという事実は
見過ごすことのできない事実である。 
作家 Erskine Caldwellと写真家Margaret 

Bourke-Whiteの合作 You Have Seen Their 
Faces (1937)。そして、作家 James Ageeと
写真家 Walker Evans の合作 Let Us Now 
Praise Famous Men (1941)。作家と写真家と
の共時的な合作とは言えないまでも、FSA写
真を挿絵替わりに使用したフォト・テクスト
として、作家 Sherwood Andersonの Home 
Town (1940)、作家 Richard Wright の 12 
Million Black Voices (1941)がある。とりわ
け、モダニスト南部作家と写真家の相関関係
を証明する興味深い例は、William Faulkner
とWalker Evansとの後期作品における相互

影響である。フォークナーの “Sepulture 
South”(1952)は、初出雑誌『ハーパーズ・バ
ザー』においてエヴァンズの写真とともに発
表され、逆に、エヴァンズの 1948 年の
“Faulkner’s Mississippi”はフォークナーの
小説群に着想を得ている。 
上述の作家及び写真家たちの知名度の高さ
と上述のフォト・テクストの知名度の低さに
は、天地の相違がある。アメリカ文学・文化
研究において、これら南部作家と FSA 写真
家による無名のフォト・テクストに焦点を当
て、モダニズム文学とドキュメンタリー写真
との相互影響関係を明らかにすることは、研
究者の急務であると考えた。 
 
(3) 
本研究は、こうした現状を踏まえ、(1)に挙
げた研究書が開拓したモダニズムとドキュ
メンタリーの交差という新しい視点を受け
継ぐとともに、(2)に述べた「フォト・テクス
ト」という新規性のある研究対象を通して、
独自のモダニズム／ドキュメンタリー論を
実証的に構築しようと計画するに至った。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、米国モダニズム文学とド
キュメンタリー写真との相互影響関係を実
証することである。従来、相互排他的な別個
の文化現象と考えられてきたモダニズム文
学とドキュメンタリー写真との接点に注目
することにより、モダニズム／ドキュメンタ
リーの再定義を試みる。 
具体的には、これまで看過されてきたモダ
ニスト作家と写真家との共同作品「フォト・
テクスト」を研究対象に据え、モダニズムの
変容とフォト・ジャーナリズムの発展を、別
個の現象としてではなく、互いに影響・補完
しあう「統一の」文化現象として読み直しを
図る。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 
モダニズム文学とドキュメンタリー写真
との相互影響関係を実証するという研究目
的を達成するために、モダニズムの最盛期か
らフォト・ジャーナリズムの最盛期を繋ぐ
1930 年から 1960 年までに発表された「フォ
ト・テクスト」に研究の射程を定めた。 
 
(2) 
 実証的研究という観点から、メトロポリタ
ン美術館（ニューヨーク）およびジェイ・ポ
ール・ゲッティ美術館（ロサンゼルス）での
アーカイヴ調査における一次資料（電子化さ
れたネガ、コンタクト・プリント、コンタク
ト・シート、書簡、マニュスクリプト、エフ
ェメラ等）の精査・分析を行うとともに、出



版された完成原稿の読解を行った。 
 
 
４．研究成果 
本研究課題の成果について、国内外におい
て最もインパクトを与えると思われる成果
は、ウォーカー・エヴァンズとウィリアム・
フォークナーとの相互影響関係に関する研
究である。 
平成 24 年度は、主に基礎資料の収集とその
読解・検討を行った。特に、これまで研究者
に看過されてきたウィリアム・フォークナー
とウォーカー・エヴァンズの後期作品にみら
れる相互影響関係についての研究を進めた。  
この成果の一部については、同年 10 月に
開催された日本ウィリアム・フォークナー協
会全国大会にて、「ふたりの『レイト・モダ
ニスト』?  ――ウィリアム・フォークナー
とウォーカー・エヴァンス」と題して発表を
行った。また、平成 25 年 2 月に開催された
京都ノートルダム女子大学研究プロジェク
ト報告会において、「フォトジャーナリズム
とモダニズム文学」と題して発表を行った。 
平成 25 年度は、主に基礎資料の収集とそ
の読解・検討に加えて、米国ニューヨークに
おいて、メトロポリタン美術館所蔵のウォー
カー・エヴァンズ・スペシャルコレクション
のアーカイヴ調査を行った。本アーカイヴ調
査の過程においては、米国ロサンゼルスのジ
ェイ・ポール・ゲッティ美術館も同プロジェ
クトに関すると思われるコンタクト・プリン
トを所蔵していることがわかり、平成 26 年
度の夏季に再度アーカイヴ調査をする予定
を加えた。 
平成 26 年度は、前年度の米国メトロポリ
タン美術館所蔵のウォーカー・エヴァンズ・
スペシャルコレクションのアーカイヴ調査
結果の分析を行った。これまで同定されてい
なかった重要な写真対象を特定することが
出来、研究を大きく前進させることとなった。
この発見については、エヴァンズの 1948 年
における南部撮影旅行の旅程を再構築する
論文のなかで発表予定であり、その同定は、
キュレーターおよび研究者に一定の驚きを
もって受け止められることと思う。 
夏季期間中には、前年度に計画した通り、
米国ロサンゼルスのジェイ・ポール・ゲッテ
ィ美術館にて、ウォーカー・エヴァンズによ
る写真エッセイ「フォークナー・ミシシッピ」
に関連する 71 枚のコンタクト・プリントお
よびマケットについての調査を行った。この
調査により、既存の研究では明らかにされて
いない新事実を発見することができた。後期
期間中は、これまでの研究期間中に収集する
ことのできた膨大な資料および撮影画像の
整理と分析を行い、論文への道筋をつけた。 
本研究期間においては、二カ年にわたるア
ーカイヴ調査結果とあわせてフォークナー
とエヴァンズの 50 年代前後の後期作品を比
較検討することにより、より実証的にモダニ

ズム文学とドキュメンタリー写真との相互
影響関係を解明することができたと考えて
いる。本研究の成果については、順次、ジャ
ーナルおよび共著本にて発表予定である。 
ただし、本研究においては、3 年間の研究
期間のうち、2 年間は FSA 写真を用いたフォ
ト・テクスト研究に従事し、最後 1年は、研
究の集大成として、フォークナーとエヴァン
ズの後期作品にみられる相互影響関係を明
らかにする予定であった。当初の予定とは異
なり、フォークナーとエヴァンズの後期作品
についての資料が膨大であり、その研究を中
心として進めることとなった。当初の見通し
の甘さに加えて、写真というメディア特有の
研究方法の困難さと、研究期間内に海外アー
カイヴ調査を頻繁に行けないという時間的
制約によるものが大きかったといえる。その
ため、研究期間内に未発表の成果がある。 
しかしながら、平成 27 年度より、本研究
を発展する研究として、基盤研究(C)「写真
家ウォーカー・エヴァンズとモダニスト文学
者との学際的比較研究」（研究課題番号：
15K02368）に研究代表者として、基盤研究（C）
モダニズムの大衆化と英米プリント・カルチ
ャーの戦略の関係についての研究（研究課題
番号：15K02346）に研究分担者として従事す
ることが叶い、本研究の成果を基盤として、
研究射程を広げるとともに深化させていく
予定である。 
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